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早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
﹁
万
葉
集
抜
書
﹂
に
つ
い
て
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は
じ
め
に
　
早
稲
田
大
学
図
書
館
に
は
、﹁
万
葉
集
抜
書
﹂
と
外
題
の
つ
い
た
三
條
西
家
旧
蔵
の
写
本
︵
請
求
記
号
：
ヘ
二　
四
八
六
七　
一
〇
／
以
下
、
﹁
抜
書
﹂
と
す
る
︶
が
存
す
る
。
こ
の
写
本
は
、
万
葉
集
の
巻
一
・
二
・
五
・
六
・
十
六
か
ら
、
長
短
歌
あ
わ
せ
て
二
五
首
を
記
す
小
型
の
抄
出
本
で
あ
る
。
奥
書
等
の
な
い
こ
と
か
ら
正
確
な
書
写
年
代
等
は
特
定
で
き
な
い
も
の
の
、
井
上
宗
雄
・
柴
田
光
彦
両
氏
に
よ
れ
ば
、
江
戸
時
代
初
期
の
写
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
る１
。
そ
の
基
本
的
な
書
誌
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
な
お
、
本
写
本
は
、﹁
早
稲
田
大
学
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス２
﹂
に
お
い
て
、
画
像
が
公
開
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
と
あ
わ
せ
て
ご
参
照
い
た
だ
き
た
い
。
︻
書
誌
情
報
︼
［
外
題
］ 
左
肩
題
簽
﹁
万
葉
集
抜
書
﹂︵
本
文
と
は
別
筆
。早
稲
田
大
学
図
書
館
に
収
蔵
さ
れ
る
際
、便
宜
的
に
つ
け
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。︶
［
蔵
書
印
］﹁
早
稲
田
文
庫
﹂
［
書
写
年
代
］
不
明
︵
江
戸
時
代
初
期
か
︶
﹃
早
稲
田
大
学
図
書
館
紀
要
﹄
第
六
十
七
号
︵
二
〇
二
〇
年
三
月
︶
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
「
万
葉
集
抜
書
」
に
つ
い
て
甲
　
斐
　
温
　
子
─　　─26
［
奥
書
・
刊
記
等
］
な
し
［
料
紙
］
楮
紙
か
［
装
丁
］
列
帖
装
・
綴
じ
紐
︵
後
︶
［
表
紙
］
共
紙
の
表
紙
に
、
さ
ら
に
素
紙
︵
後
︶
あ
り
［
見
返
し
］
薄
様
和
紙
︵
後
︶
［
寸
法
］︿
縦
﹀
十
六
・
三
セ
ン
チ
︿
横
﹀
十
二
・
五
セ
ン
チ
［
一
面
行
数
］
本
文
一
～
八
行
［
字
高
］
約
十
三
・
五
セ
ン
チ
［
表
紙
以
外
の
紙
］
全
十
二
丁
︵
墨
付
き
⋮
八
丁
、
遊
紙
⋮
前
一
丁
・
後
三
丁
︶
［
墨
色
］
黒
、
朱
［
そ
の
他
］ 
三
条
西
家
旧
蔵
本
。
蔵
書
印
含
め
三
條
西
家
旧
蔵
を
示
す
記
載
は
な
い
が
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
に
三
條
西
家
の
古
典
籍
が
一
括
し
て
収
蔵
さ
れ
、﹁
抜
書
﹂
は
そ
の
う
ち
の
一
本３
。
※
抄
出
歌　
　
巻
一
・
一
六
、
七
八
　
　
　
　
　
　
巻
二
・
一
一
三
、
一
二
六
、
一
二
七
　
　
　
　
　
　
巻
五
・
七
九
三
、
七
九
四
～
七
九
九
　
　
　
　
　
　
巻
六
・
一
〇
〇
九
、
一
〇
一
一
、
一
〇
一
二
　
　
　
　
　
　
巻
十
六
・
三
七
八
六
～
三
七
九
〇
、
三
七
九
一
︵
左
注
的
詞
書
の
み
︶
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
﹁
万
葉
集
抜
書
﹂
に
つ
い
て
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歌
の
書
写
に
つ
い
て
は
、
題
詞
と
左
注
を
歌
よ
り
も
一
～
二
字
低
く
書
き
︵
但
し
、
四
丁
表
の
み
詞
書
を
高
く
、
題
詞
と
歌
本
文
を
そ
れ
よ
り
一
字
低
く
書
い
て
い
る
︶、
巻
二
・
巻
五
・
巻
十
六
の
歌
に
つ
い
て
は
、
題
詞
の
直
前
に
歌
と
同
じ
高
さ
で
﹁
第
二
﹂﹁
第
五
﹂﹁
第
十
六
﹂
と
記
す
。
ま
た
、
六
丁
裏
・
七
丁
表
の
見
開
き
の
閉
じ
紐
に
、﹁
天
皇
詔
﹂
と
記
す
付
箋
が
結
ば
れ
て
い
る
︵
同
筆
と
思
わ
れ
る
が
詳
細
は
不
明
︶。
全
十
二
丁
の
う
ち
、
墨
付
き
は
前
半
の
七
丁
分
で
あ
り
、
最
後
の
三
七
九
一
番
歌
に
つ
い
て
は
い
わ
ゆ
る
左
注
的
題
詞
の
み
が
記
さ
れ
、
歌
本
文
の
記
載
は
な
い
。
後
半
の
遊
紙
の
数
な
ど
か
ら
も
、
書
写
を
途
中
で
中
断
し
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。
歌
本
文
に
つ
い
て
は
、
漢
字
仮
名
交
じ
り
の
表
記
を
用
い
、
数
か
所
、
仮
名
に
対
す
る
漢
字
や
、
漢
字
対
す
る
仮
名
な
ど
が
右
傍
に
墨
と
ま
れ
に
朱
と
で
振
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
抄
出
歌
二
十
五
首
を
概
観
す
る
と
、
そ
の
半
数
が
詞
書
や
左
注
な
ど
が
長
大
な
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
漢
文
に
は
、
適
宜
訓
点
︵
墨
・
片
仮
名
︶
と
読
点
︵
朱
︶
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、﹁
抜
書
﹂
の
書
写
者
は
漢
文
の
左
注
・
題
詞
な
ど
に
注
目
し
、
そ
の
よ
う
な
漢
文
部
分
を
も
つ
歌
を
選
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
七
八
・
一
二
六
・
七
九
三
番
歌
の
題
詞
と
左
注
に
は
、
同
筆
で
注
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
同
じ
く
三
條
西
家
の
万
葉
集
の
抄
出
本
と
思
わ
れ
る
三
條
西
実
隆
の
﹃
一
葉
抄
﹄
と
比
較
す
る
と
、﹃
一
葉
抄
﹄
は
短
歌
の
み
を
集
録
し
、
そ
の
題
詞
や
左
注
な
ど
を
一
切
記
載
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
方
向
性
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
一
、
版
本
と
の
比
較
　
﹁
抜
書
﹂
は
江
戸
期
に
書
写
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
写
本
で
あ
る
。
江
戸
期
の
万
葉
集
の
写
本
の
場
合
、
先
ず
考
慮
す
べ
き
は
江
戸
期
の
流
布
本
で
あ
る
寛
永
版
本
に
よ
る
書
写
で
あ
る
。﹁
抜
書
﹂
と
寛
永
版
本
と
の
関
係
を
調
べ
る
上
で
、
注
目
さ
れ
る
の
は
、
七
九
三
番
歌
詞
書
に
み
え
る
、
本
来
で
あ
れ
ば
小
字
二
行
の
割
注
︵
双
行
注
︶
の
形
で
書
く
べ
き
と
こ
ろ
を
、
左
記
の
よ
う
に
大
字
で
本
文
化
し
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。
─　　─28
 
第
四
丁
表　
﹁
筆
不
盡
言
古
今
所
歎
﹂︵
巻
五
・
七
九
三
詞
書
︶
当
該
の
箇
所
を
諸
写
本
で
確
認
す
る
と
、
い
ず
れ
も
小
字
で
二
行
に
書
い
て
あ
り
、﹁
抜
書
﹂
と
一
致
し
な
い
。
こ
の
部
分
を
大
字
に
作
る
の
は
活
字
無
訓
本
以
降
の
版
本
で
あ
り
、
こ
の
表
記
は
版
本
の
特
徴
と
一
致
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
版
本
は
﹁
筆
﹂
以
下
を
改
行
す
る
が
、本
写
本
の
場
合
前
の
字
﹁
耳
﹂
に
続
け
て
書
き
記
し
て
い
る
点
は
異
な
っ
て
い
る
。こ
の
点
か
ら
は
、﹁
抜
書
﹂
が
版
本
に
よ
っ
た
可
能
性
を
想
定
で
き
る
が
、
結
論
か
ら
述
べ
る
と
、
そ
の
可
能
性
は
低
い
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
七
九
三
番
歌
の
例
と
同
様
、
版
本
に
お
い
て
一
様
に
大
字
で
表
記
さ
れ
る
巻
一
・
七
八
番
歌
の
題
詞
の
割
注
、
 
第
二
丁
裏　
﹁
一
書
云
大
上
天
皇
﹂︵
巻
一
・
七
八
題
詞
割
注
︶
に
つ
い
て
は
、
他
の
諸
写
本
と
同
様
小
字
と
な
っ
て
い
る
等
、
統
一
性
を
欠
い
て
い
る
。
さ
ら
に
、
版
本
の
特
徴
と
一
致
し
な
い
箇
所
は
次
の
よ
う
に
他
に
も
複
数
見
ら
れ
る
。
 
第
四
丁
表　
﹁
禍
﹂︵
巻
五
・
七
九
三
詞
書
︶
※
諸
写
本
全
て
﹁
禍
﹂
と
し
、
諸
版
本
は
一
律
に
﹁
福
﹂
と
す
る
版
本
に
特
徴
的
な
箇
所
。﹁
抜
書
﹂
は
版
本
と
一
致
し
な
い
。
 
第
四
丁
裏　
﹁
流
﹂︵
巻
五
・
七
九
四
詞
書
︶
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
﹁
万
葉
集
抜
書
﹂
に
つ
い
て
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※
﹁
流
﹂
は
細
井
本
︵
巻
四
～
六
は
非
仙
覚
本
系
︶・
活
字
無
訓
本
で
脱
落
し
て
い
る
。﹁
抜
書
﹂
は
こ
れ
ら
と
一
致
し
て
い
な
い
。
 
第
四
丁
表　
﹁
累
﹂︵
巻
五
・
七
九
三
詞
書
︶
※
﹁
累
﹂
は
細
井
本
・
活
字
無
訓
本
で
は
﹁
里
﹂
と
表
記
す
る
。﹁
抜
書
﹂
は
こ
れ
ら
と
一
致
し
て
い
な
い
。
 
第
六
丁
表　
﹁
左
大
辨
﹂︵
巻
六
・
一
〇
〇
九
題
詞
︶
※ 
諸
写
本
全
て
﹁
辨
﹂
あ
る
い
は
﹁
弁
﹂
と
し
、
諸
版
本
は
一
律
に
﹁
臣
﹂
と
す
る
。︵
細
井
本
は
﹁
臣
﹂
と
し
、
右
に
﹁
弁
﹂︵
合
点
︶
と
す
る
︶。
版
本
に
特
徴
的
な
箇
所
。﹁
抜
書
﹂
は
版
本
と
一
致
し
な
い
。
 
第
六
丁
裏　
﹁
太
政
天
皇
﹂︵
巻
六
・
一
〇
〇
九
左
注
︶
※ 
細
井
本
・
諸
版
本
は
﹁
大
﹂
と
し
、
他
の
諸
写
本
は
す
べ
て
﹁
太
﹂
に
す
る
。
細
井
本
を
基
と
す
る
版
本
の
特
徴
と
言
え
る
箇
所
。
﹁
抜
書
﹂
は
版
本
と
一
致
し
な
い
。
以
上
の
点
か
ら
、
本
写
本
が
版
本
を
直
接
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
は
低
い
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
二
、
諸
写
本
と
の
比
較
　
次
に
、
現
存
す
る
諸
写
本
と
﹁
抜
書
﹂
の
比
較
検
討
を
行
う
。［
表
一４
］
は
本
文
と
諸
本
と
の
一
致
数
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
元
暦
校
本
・
広
瀬
本
・
類
聚
古
集
・
紀
州
本
︵
巻
一
～
十
は
非
仙
覚
本
系
、
巻
十
一
以
降
は
仙
覚
本
系
︶
は
非
仙
覚
本
系
の
写
本
で
あ
り
、
神
宮
文
─　　─30
庫
本
・
細
井
本
・
西
本
願
寺
本
・
温
故
堂
本
・
大
矢
本
・
京
都
大
学
本
は
仙
覚
校
訂
本
系
で
あ
る
。
　
右
の
表
に
よ
れ
ば
、﹁
抜
書
﹂
の
本
文
は
神
宮
文
庫
本
・
温
故
堂
本
・
大
矢
本
・
京
都
大
学
本
な
ど
の
仙
覚
校
訂
本
と
の
一
致
数
が
多
く
、
細
井
本
・
西
本
願
寺
本
な
ど
の
他
の
仙
覚
校
訂
本
に
お
い
て
も
同
様
の
傾
向
が
見
て
取
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
仙
覚
校
訂
本
系
の
諸
本
の
中
で
は
、
神
宮
文
庫
本
と
の
一
致
数
が
七
十
か
所
と
最
も
高
く
、
次
い
で
温
故
堂
本
・
大
矢
本
・
京
都
大
学
本
が
そ
れ
ぞ
れ
、
六
六
、
六
八
、
六
六
か
所
、
さ
ら
に
西
本
願
寺
本
が
六
四
か
所
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
結
果
か
ら
は
、﹁
抜
書
﹂
が
仙
覚
校
訂
本
の
一
つ
で
あ
る
と
仮
定
で
き
そ
う
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
次
点
本
に
属
す
る
非
仙
覚
本
系
の
伝
本
に
は
、
題
詞
や
左
注
を
省
略
す
る
も
の
や
、﹁
抜
書
﹂
と
採
録
歌
が
一
致
し
な
い
も
の
も
あ
り
、
一
概
に
結
論
を
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
例
え
ば
非
仙
覚
本
の
紀
州
本
︵
神
田
本
︶
の
よ
う
に
、﹁
抜
書
﹂
と
同
じ
歌
を
採
録
す
る
写
本
で
も
、
一
致
数
は
五
二
か
所
と
、
新
点
本
の
数
と
比
較
す
る
と
や
や
低
い
数
と
な
っ
て
﹇
表
一
﹈　
諸
本
と
﹁
抜
書
﹂
の
本
文
に
お
け
る
一
致
数
元暦校本 32
広瀬本 62
類聚古集 31
紀州本（神田本） 52
神宮文庫本 70
細井本 50
西本願寺本 64
温故堂本 66
大矢本 68
京都大学本 66
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
﹁
万
葉
集
抜
書
﹂
に
つ
い
て
─　　─31
い
る
。
以
上
を
踏
ま
え
、﹁
抜
書
﹂
が
仙
覚
校
訂
本
で
あ
る
こ
と
を
示
す
具
体
的
な
例
を
い
く
つ
か
挙
げ
て
み
た
い
。
 
第
四
丁
裏　
﹁
于
﹂︵
巻
五
・
七
九
四
詞
書
︶
 
第
四
丁
裏　
﹁
黒
﹂︵
巻
五
・
七
九
四
詞
書
︶
　
右
の
巻
五
・
七
九
四
番
歌
詞
書
﹁
于
﹂
の
文
字
は
仙
覚
校
訂
本
で
あ
る
神
宮
文
庫
本
・
西
本
願
寺
本
・
温
故
堂
本
・
大
矢
本
・
京
都
大
学
本
と
一
致
す
る
も
の
の
、
非
仙
覚
本
で
あ
る
紀
州
本
︵
神
田
本
︶・
細
井
本
︵
巻
四
～
六
は
非
仙
覚
本
系
︶
は
﹁
乎
﹂
と
表
記
し
て
い
る
。
巻
五
・
七
九
四
番
歌
詞
書
﹁
黒
﹂
に
つ
い
て
も
、
神
宮
文
庫
本
・
温
故
堂
本
・
大
矢
本
・
京
都
大
学
本
と
は
一
致
す
る
も
の
の
、
紀
州
本
︵
神
田
本
︶
は
﹁
男
﹂
に
近
い
字
に
つ
く
り
、
細
井
本
は
﹁
里
﹂
と
す
る
。
本
写
本
は
少
な
く
と
も
仙
覚
校
訂
本
の
一
系
統
に
属
す
る
も
の
と
結
論
付
け
て
よ
い
よ
う
に
思
う
。
　
次
に
、
歌
の
訓
に
つ
い
て
も
同
様
に
諸
写
本
と
の
比
較
を
行
い
た
い
。［
表
二
］
は
、
和
歌
の
訓
に
つ
い
て
、
現
存
諸
写
本
と
の
一
致
数
と
割
合
を
一
覧
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
　
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
京
都
大
学
本
が
八
五
・
三
％
と
い
う
高
い
割
合
で
一
致
し
て
い
る
。
次
い
で
、
西
本
願
寺
本
、
大
矢
本
が
八
三
・
八
％
、
神
宮
文
庫
本
が
七
九
・
四
％
、
と
続
き
、﹁
抜
書
﹂
が
仙
覚
校
訂
本
と
高
い
一
致
度
を
み
せ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
具
体
的
な
例
を
挙
げ
る
と
、
﹁
抜
書
﹂
の
訓
﹁
み
か
と
ヽ
﹂︵
巻
五
・
七
九
四
︶
に
つ
い
て
、
紀
州
本
や
細
井
本
な
ど
の
非
仙
覚
本
が
﹁
ミ
ヤ
コ
ト
﹂
と
す
る
中
、
仙
覚
本
系
の
神
宮
文
庫
本
、
西
本
願
寺
本
の
紺
青
訓
、
大
矢
本
の
紺
青
訓
、
京
都
大
学
本
の
紺
青
訓
が
﹁
ミ
カ
ト
﹂
と
記
し
、
一
致
し
て
い
る
。
仙
覚
校
訂
本
の
特
に
文
永
本
︵
文
永
本
に
つ
い
て
は
後
述
︶
に
お
け
る
付
訓
形
式
に
つ
い
て
、﹃
校
本
万
葉
集
﹄
は
、﹁
仮
名
は
漢
字
の
傍
に
─　　─32
附
し
、
従
来
の
訓
に
従
っ
た
も
の
は
墨
書
し
、
従
来
の
訓
を
訂
正
し
た
も
の
は
紺
青
に
て
記
し
、
従
来
無
か
っ
た
訓
を
補
っ
た
も
の
は
朱
書
き
し
た５
。﹂
と
述
べ
る
。
す
な
わ
ち
、
西
本
願
寺
本
・
大
矢
本
・
京
都
大
学
本
な
ど
の
仙
覚
校
訂
本
系
に
お
け
る
紺
青
訓
は
い
ず
れ
も
仙
覚
校
訂
本
に
お
け
る
訂
正
訓
に
当
た
り
、
そ
の
訂
正
訓
と
﹁
抜
書
﹂
の
訓
の
一
致
か
ら
、﹁
抜
書
﹂
の
元
の
本
が
仙
覚
校
訂
本
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。﹃
校
本
万
葉
集
﹄
は
さ
ら
に
、
仙
覚
校
訂
本
に
お
け
る
文
永
三
年
八
月
の
奥
書
か
ら
仙
覚
校
訂
本
の
成
立
に
つ
い
て
指
摘
す
る
が６
、
今
、
そ
の
要
点
を
一
覧
に
す
る
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
寛
元
元
年
七
月　
　
　
　
  
将
軍
藤
原
頼
経
が
式
部
大
夫
源
親
行
に
命
じ
て
三
個
の
証
本
︵
松
殿
入
道
殿
下
本
、
光
明
峰
寺
入
道
前
摂
政
左
大
臣
本
、
鎌
倉
右
大
臣
本
︶
を
以
っ
て
親
行
の
本
を
校
合
さ
せ
る
。
﹇
表
二
﹈　
諸
本
と
﹁
抜
書
﹂
の
和
歌
の
訓
に
お
け
る
異
同
数
︵
％
︶　
※
母
数
⋮
六
八
箇
所
元暦校本 21（30.9％）
広瀬本 34（50.0％）
類聚古集 50（73.5％）
紀州本（神田本） 35（51.5％）
神宮文庫本 54（79.4％）
細井本 46（67.6％）
西本願寺本 57（83.8％）
温故堂本 51（75.0％）
大矢本 57（83.8％）
京都大学本 58（85.3％）
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
﹁
万
葉
集
抜
書
﹂
に
つ
い
て
─　　─33
寛
元
四
年　
　
　
　
　
　
  
将
軍
藤
原
頼
経
が
、
親
行
の
本
に
つ
い
て
仙
覚
に
再
校
を
命
じ
る
。
仙
覚
は
、
三
個
の
証
本
、
親
行
本
に
さ
ら
に
二
、
三
の
異
本
を
加
え
て
比
較
し
、
誤
字
や
脱
字
を
補
う
。
こ
の
補
訂
本
に
よ
っ
て
新
た
に
一
本
を
書
写
す
る
。
寛
元
四
年
十
二
月　
　
　
全
て
の
書
写
が
終
わ
る
。
寛
元
五
年
二
月　
　
　
　
右
の
書
写
本
に
点
を
加
え
て
校
合
を
行
う
。
⋮
第
一
次
校
訂
本
（
寛
元
本
）
弘
長
元
年
～
文
永
二
年　
  
さ
ら
に
六
種
の
異
本
を
以
て
校
合
を
加
え
、
新
た
に
一
本
を
写
す
。
⋮
第
二
次
校
訂
本
（
文
永
二
年
本
）
文
永
三
年　
　
　
　
　
　
さ
ら
に
一
本
を
書
写
す
る
。
⋮
文
永
三
年
本
　
右
に
よ
れ
ば
、
仙
覚
校
訂
本
は
複
数
回
の
校
訂
を
経
て
成
立
し
て
お
り
、
そ
の
第
一
回
目
は
寛
元
四
年
か
ら
五
年
︵
一
二
四
六
～
七
年
︶
に
か
け
て
、
二
回
目
が
そ
の
後
の
文
永
二
、
三
年
︵
一
二
六
五
～
六
年
︶
の
間
で
あ
っ
た
。
仙
覚
の
二
回
の
校
訂
の
う
ち
、﹁
抜
書
﹂
は
ど
ち
ら
に
よ
り
近
い
と
言
え
る
だ
ろ
う
か
。
　
先
に
挙
げ
た
諸
本
の
う
ち
、
仙
覚
の
最
初
の
校
訂
本
で
あ
る
寛
元
本
系
統
の
現
存
伝
本
は
少
な
く
、
神
宮
文
庫
本
と
細
井
本
の
二
本
の
み
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
細
井
本
は
巻
四
～
六
が
非
仙
覚
本
系
の
取
り
合
わ
せ
本
と
な
っ
て
い
る
。
前
掲
の
［
表
一
］・［
表
二
］
に
お
い
て
寛
元
本
系
と
文
永
本
系
を
比
較
し
て
み
る
と
、
漢
文
部
分
に
お
い
て
も
、
和
歌
の
訓
に
お
い
て
も
大
き
な
差
は
見
ら
れ
な
い
。
そ
こ
で
細
部
を
み
る
と
、
十
六
番
歌
の
﹁
あ
き
や
ま
そ
わ
れ
は
﹂
は
、
西
本
願
寺
本
、
大
矢
本
、
京
大
本
な
ど
の
文
永
本
で
は
異
同
が
な
く
、
寛
元
本
の
神
宮
文
庫
本
、
細
井
本
で
は
﹁
ア
キ
ヤ
マ
ヲ
ワ
レ
ハ
﹂
と
な
っ
て
お
り
、
本
文
の
左
に
朱
で
﹁
ヤ
マ
ソ
イ
﹂
と
あ
る
。
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あ
き
や
ま
そ
わ
れ
は
﹂︵
巻
一
・
十
六
︶
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︿
寛
元
本
﹀
神
宮
文
庫
本
・
細
井
本
﹁
ア
キ
ヤ
マ
ヲ
ワ
レ
ハ
﹂
と
あ
り
、
本
文
の
﹁
山
﹂
の
左
に
﹁
ヤ
マ
ソ
イ
﹂︵﹁
ヤ
マ
ソ
﹂
は
朱
︶
︿
文
永
本
﹀
西
本
願
寺
本
・
温
故
堂
本
・
金
沢
文
庫
本
・
大
矢
本
・
京
都
大
学
本　
異
同
ナ
シ
こ
こ
で
、
仙
覚
寛
元
本
の
付
訓
方
針
を
述
べ
た
寛
元
本
奥
書
︵
京
都
大
学
本
巻
一
︶
に
つ
い
て
、﹃
校
本
万
葉
集
﹄
は
次
の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る
。
仙
覚
は
し
か
し
従
来
の
訓
を
重
ん
じ
、
訓
に
両
様
の
伝
あ
る
時
に
は
漢
字
の
左
に
も
墨
も
て
訓
を
附
け
た
。
言
辞
の
道
理
符
合
せ
ざ
る
時
に
は
朱
を
も
つ
て
漢
字
の
左
に
訓
を
附
け
た
が
、
な
ほ
漢
字
の
右
に
従
来
の
訓
を
保
存
し
て
お
い
た
の
で
あ
る
。
右
の
指
摘
に
よ
り
、
仙
覚
寛
元
本
は
底
本
︵
非
仙
覚
本
︶
の
訓
を
右
に
、
仙
覚
の
改
訓
を
左
に
付
す
と
い
う
方
針
を
取
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
　
し
た
が
っ
て
、
仙
覚
の
改
訓
以
前
に
﹁
ア
キ
ヤ
マ
ヲ
ワ
レ
ハ
﹂
と
い
う
訓
が
存
在
し
、
寛
元
本
で
仙
覚
が
﹁
ア
キ
ヤ
マ
ソ
ワ
レ
ハ
﹂
と
改
訓
、
文
永
本
に
至
っ
て
そ
の
改
訓
が
右
に
置
か
れ
一
本
化
し
た
こ
と
が
伺
え
る
。﹁
抜
書
﹂
が
﹁
あ
き
や
ま
そ
わ
れ
は
﹂
と
い
う
仙
覚
の
改
訓
の
み
を
右
に
示
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
例
に
お
い
て
は
﹁
抜
書
﹂
は
文
永
本
に
よ
り
近
い
性
格
を
持
つ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
三
、
京
都
大
学
本
と
の
比
較
　
さ
ら
に
、﹁
抜
書
﹂
に
は
、
漢
字
の
本
文
に
対
し
て
二
種
類
の
訓
が
付
さ
れ
て
い
る
箇
所
が
ひ
と
つ
あ
る
。
左
に
掲
げ
た
一
二
六
番
歌
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
﹁
万
葉
集
抜
書
﹂
に
つ
い
て
─　　─35
﹁
遊
士
﹂
が
そ
れ
で
あ
る
が
、﹁
タ
ハ
レ
ヲ
﹂・﹁
ア
ソ
ヒ
ヲ
﹂
の
二
訓
が
み
え
る
。
こ
の
箇
所
に
つ
い
て
、﹃
校
本
万
葉
集
﹄
で
確
認
で
き
る
現
存
諸
本
の
訓
の
状
況
を
示
す
と
次
の
表
の
通
り
で
あ
る
。
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遊
タ
ハ
レ
ヲ
／
ア
ソ
ヒ
ヲ
士
﹂︵
巻
二
・
一
二
六
︶
仙
覚
校
訂
本
で
は
、
諸
本
す
べ
て
に
﹁
タ
ハ
レ
ヲ
﹂
の
訓
が
あ
る
も
の
の
、﹁
ア
ソ
ヒ
ヲ
﹂
の
訓
を
も
つ
も
の
は
非
仙
覚
本
系
の
紀
州
本
と
古
葉
略
類
聚
抄
、
広
瀬
本
の
異
本
注
記
の
ほ
か
、
仙
覚
校
訂
本
で
は
京
都
大
学
本
の
代
赭
の
書
入
れ
の
み
で
あ
る
。﹁
ア
ソ
ヒ
ヲ
﹂
は
非
仙
覚
本
系
の
訓
と
思
わ
れ
、﹁
抜
書
﹂
は
こ
の
﹁
タ
ハ
レ
ヲ
﹂
と
﹁
ア
ソ
ヒ
ヲ
﹂
の
二
訓
を
併
記
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
書
写
者
が
﹁
タ
ハ
レ
ヲ
﹂・﹁
ア
ソ
ヒ
ヲ
﹂
そ
れ
ぞ
れ
の
訓
を
も
つ
伝
本
を
校
合
し
た
う
え
で
起
き
た
結
果
と
も
考
え
得
る
し
、﹁
抜
書
﹂
が
漢
字
仮
名
交
じ
り
の
表
記
を
基
本
と
し
、
漢
字
に
対
し
て
訓
を
付
す
箇
所
が
全
体
を
通
し
て
一
か
所
の
み
と
い
う
点
か
ら
は
、
複
数
の
訓
を
併
せ
持
つ
仙
覚
校
訂
本
の
伝
本
を
見
て
い
る
と
も
考
え
得
る
だ
ろ
う
。
仮
に
後
者
で
あ
る
場
合
、﹁
タ
ハ
レ
ヲ
﹂﹁
ア
ソ
ヒ
ヲ
﹂
を
併
せ
て
記
載
す
る
仙
覚
校
訂
本
系
の
写
本
は
、
現
存
写
本
の
な
か
で
は
京
都
大
学
本
の
み
で
あ
り
、
こ
の
点
か
ら
﹁
抜
書
﹂
が
仙
覚
校
訂
本
の
諸
本
の
な
か
で
も
、
特
に
京
都
大
学
本
と
な
ん
ら
か
の
関
係
性
を
持
つ
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
仙
覚
校
訂
本
系
非
仙
覚
本
系
タ
ハ
レ
ヲ
西
本
願
寺
本
・
神
宮
文
庫
本
・
細
井
本
・
温
故
堂
本
・
大
矢
本
・
京
都
大
学
本
元
暦
校
本
・
類
聚
古
集
・
広
瀬
本
ア
ソ
ヒ
ヲ
京
都
大
学
本
（
代
赭
書
入
れ
）
紀
州
本
・
古
葉
略
類
聚
抄
・
広
瀬
本
︵
或
本
︶
─　　─36
　
こ
こ
で
、
京
都
大
学
本
の
代
赭
書
入
れ
と
、﹁
抜
書
﹂
の
訓
を
比
較
し
て
み
た
い
。
次
に
挙
げ
る
の
は
、﹁
抜
書
﹂
と
対
応
す
る
京
都
大
学
本
の
和
歌
に
つ
い
て
、
代
赭
に
よ
っ
て
訓
が
付
さ
れ
て
い
る
句
を
抜
き
出
し
、
墨
の
訓
と
代
赭
の
訓
の
両
方
を
し
め
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、﹁
抜
書
﹂
の
訓
と
一
致
す
る
訓
に
傍
線
を
付
し
た
。
巻
二
・
一
二
六　
﹁
遊
士
﹂　　
　
　
右
墨
﹁
タ
ハ
レ
ヲ
﹂
／
左
赭
﹁
ア
ソ
ヒ
オ
﹂
巻
五
・
七
九
四　
﹁
許
夜
斯
努
礼
﹂　
右
墨
﹁
コ
ヤ
シ
ヌ
レ
﹂
を
朱
で
消
す
／
左
赭
﹁
コ
ヽ
ニ
ヤ
﹂︵
右
と
の
入
替
記
号
あ
り
︶
巻
十
六
・
三
七
八
八　
﹁
潜
﹂　　
　
右
墨
﹁
カ
ク
レ
﹂
／
左
赭
﹁
カ
ツ
ケ
﹂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹁
将
涸
﹂　　
右
墨
﹁
カ
レ
ナ
ム
﹂
／
左
赭
﹁
ヒ
ナ
ヽ
ム
﹂
京
都
大
学
本
の
代
赭
訓
と
﹁
抜
書
﹂
の
訓
は
半
分
が
一
致
し
て
い
る
。
な
お
、﹁
抜
書
﹂
の
一
二
六
番
歌
﹁
タ
ハ
レ
ヲ
﹂﹁
ア
ソ
ヒ
ヲ
﹂
の
訓
は
漢
字
の
本
文
に
片
仮
名
で
訓
を
付
す
形
式
だ
が
、
そ
れ
以
外
は
全
て
平
仮
名
で
本
文
化
さ
れ
て
い
る
。
右
に
よ
る
と
、
一
二
六
番
歌
と
同
様
、
七
九
四
番
歌
の
代
赭
の
訓
﹁
コ
ヽ
ニ
ヤ
﹂
と
抜
書
の
訓
が
一
致
し
て
い
る
。
他
の
仙
覚
校
訂
本
を
み
る
と
、
諸
本
す
べ
て
﹁
コ
ヤ
シ
ヌ
レ
﹂
と
な
っ
て
お
り
、﹁
コ
ヽ
ニ
ヤ
﹂
の
訓
は
仙
覚
校
訂
本
で
は
京
都
大
学
本
の
代
赭
に
よ
る
書
入
れ
と
﹁
抜
書
﹂
の
み
に
み
え
る
の
で
あ
る
。
以
上
は
和
歌
の
訓
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
が
、
同
様
の
例
は
次
の
よ
う
に
注
記
の
中
に
も
指
摘
で
き
る
。
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﹁
即
佐
保
大
納
言
大
伴
卿
第
二
子
母
曰
巨
勢
朝
臣
女
也
﹂︵
巻
二
・
一
二
六
割
注
︶
　
﹁
抜
書
﹂
の
一
二
六
番
歌
の
題
詞
に
は
﹁
即
佐
保
大
納
言
大
伴
卿
第
二
子
母
曰
巨
勢
朝
臣
女
也
﹂
と
あ
る
が
、
仙
覚
校
訂
本
、
非
仙
覚
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
﹁
万
葉
集
抜
書
﹂
に
つ
い
て
─　　─37
本
を
含
め
た
諸
写
本
い
ず
れ
も
傍
線
部
を
﹁
巨
勢
朝
臣
也
﹂
と
﹁
女
﹂
の
無
い
表
記
で
記
し
て
お
り
、
わ
ず
か
に
京
都
大
学
本
の
代
赭
書
入
れ
の
み
が
﹁
臣
﹂
の
下
に
﹁
女
乎
﹂
と
記
し
て
い
る
。﹁
抜
書
﹂
の
右
の
注
記
は
、
京
都
大
学
本
の
代
赭
書
入
れ
の
訂
正
を
反
映
し
た
形
と
一
致
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
四
、
題
詞
・
左
注
に
お
け
る
訓
・
送
り
仮
名
に
つ
い
て
　
以
上
、
見
て
き
た
通
り
、﹁
抜
書
﹂
は
仙
覚
校
訂
本
の
う
ち
京
都
大
学
本
の
代
赭
書
入
れ
に
し
か
現
れ
な
い
訓
や
注
記
と
一
致
す
る
と
い
う
特
徴
が
指
摘
で
き
た
。
し
か
し
、﹁
抜
書
﹂
に
は
そ
も
そ
も
収
録
さ
れ
る
歌
が
二
五
首
と
少
な
い
こ
と
を
念
頭
に
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、﹁
抜
書
﹂
は
仙
覚
校
訂
本
の
一
本
と
思
わ
れ
る
も
の
の
、
仙
覚
校
訂
本
の
諸
本
間
で
の
異
同
は
万
葉
集
の
諸
本
全
体
の
異
同
と
比
べ
る
と
小
さ
く
、
よ
り
細
か
い
傾
向
を
特
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
そ
こ
で
、
本
節
で
は
、
題
詞
・
左
注
の
訓
の
異
同
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。
題
詞
・
左
注
の
訓
は
必
ず
し
も
諸
本
全
体
に
あ
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
通
常
、
諸
本
の
本
文
異
同
の
検
討
の
際
に
は
用
い
な
い
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、
仙
覚
校
訂
本
に
は
比
較
的
多
く
の
漢
文
の
訓
・
送
り
仮
名
が
付
さ
れ
て
お
り
、﹁
抜
書
﹂
が
仙
覚
校
訂
本
の
一
本
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
ま
た
漢
文
部
が
和
歌
本
文
と
同
等
か
そ
れ
以
上
の
分
量
で
あ
る
こ
と
を
併
せ
考
え
る
と
、
題
詞
・
左
注
の
漢
文
に
付
さ
れ
た
訓
や
送
り
仮
名
の
比
較
を
行
う
こ
と
は
有
効
と
言
っ
て
よ
い
。
繰
り
返
し
と
な
る
が
、﹁
抜
書
﹂
の
題
詞
・
左
注
は
非
常
に
長
い
も
の
が
多
い
上
、
次
に
挙
げ
る
図
版
よ
う
に
、
随
所
に
訓
点
が
付
さ
れ
て
お
り
、﹁
抜
書
﹂
の
書
写
者
の
関
心
が
和
歌
だ
け
で
は
な
く
漢
文
に
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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巻
二
・
一
二
六
︵
左
注
︶
─　　─38
こ
の
よ
う
な
題
詞
・
左
注
の
漢
文
に
付
さ
れ
た
訓
や
送
り
仮
名
を
比
較
し
た
結
果
、
漢
文
の
訓
・
送
り
仮
名
に
つ
い
て
も
和
歌
の
本
文
や
和
歌
の
訓
と
同
様
の
傾
向
が
指
摘
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、﹁
抜
書
﹂
は
京
大
本
代
赭
書
入
れ
と
の
一
致
が
非
常
に
目
立
つ
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、﹁
抜
書
﹂
の
漢
文
部
と
京
大
本
の
代
赭
書
入
れ
が
あ
る
箇
所
と
を
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、
京
都
大
学
本
の
代
赭
書
入
れ
は
当
該
部
分
の
全
体
で
一
五
二
箇
所
見
え７
、
そ
の
う
ち
八
〇
箇
所
︵
五
二
・
六
％
︶
が
﹁
抜
書
﹂
と
一
致
し
た
。
さ
ら
に
、
現
存
す
る
写
本
の
な
か
で
は
京
大
本
代
赭
書
入
れ
と
﹁
抜
書
﹂
に
し
か
み
え
な
い
も
の
は
、
五
六
箇
所
︵
三
六
・
八
％
︶
で
あ
っ
た
。
・
京
大
本
漢
文
中
の
代
赭
書
入
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⋮
一
五
二 
箇
所
　
　
↓
右
の
う
ち
、﹁
抜
書
﹂
と
一
致
す
る
箇
所　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 
⋮
八
〇 
箇
所
︵
五
二
・
六
％
︶
　
　
↓
右
の
う
ち
、
京
大
本
漢
文
中
の
代
赭
書
入
れ
と
﹁
抜
書
﹂
に
の
み
み
え
る
箇
所　
⋮
五
六 
箇
所
︵
三
六
・
八
％
︶
ま
た
、﹁
抜
書
﹂
の
漢
文
中
の
書
入
れ
の
総
数
︵
三
五
九
箇
所
︶
か
ら
比
較
す
る
と
、﹁
抜
書
﹂
と
京
都
大
学
本
代
赭
書
入
れ
と
の
一
致
率
が
二
二
・
三
％
、
そ
の
う
ち
、﹁
抜
書
﹂
と
京
都
大
学
本
代
赭
書
入
れ
に
し
か
な
い
も
の
は
、﹁
抜
書
﹂
の
書
入
れ
数
の
う
ち
一
五
・
六
％
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
﹁
万
葉
集
抜
書
﹂
に
つ
い
て
─　　─39
と
い
う
数
字
に
な
る
。
同
じ
く
仙
覚
文
永
本
の
西
本
願
寺
本
と
比
較
し
て
も
、﹁
抜
書
﹂
の
三
五
九
箇
所
の
う
ち
、﹁
抜
書
﹂
と
西
本
願
寺
本
に
し
か
な
い
も
の
は
〇
・
六
％
︵
二
箇
所
︶
と
、
大
き
な
隔
り
が
指
摘
で
き
る
。
・﹁
抜
書
﹂
漢
文
中
の
書
入
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 
⋮
三
五
九 
箇
所
　
　
↓
京
大
本
漢
文
中
の
代
赭
書
入
れ
と
一
致
す
る
割
合　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⋮
二
二
・
三
％
　
　
　
↓
京
大
本
漢
文
中
の
代
赭
書
入
れ
と
﹁
抜
書
﹂
に
の
み
み
え
る
箇
所
の
割
合　
⋮
一
五
・
六
％
特
に
、﹁
抜
書
﹂
の
書
入
れ
の
う
ち
、﹃
校
本
万
葉
集
﹄
で
確
認
で
き
る
他
の
写
本
に
は
存
在
せ
ず
、﹁
抜
書
﹂
と
京
都
大
学
本
代
赭
書
入
れ
に
の
み
み
え
る
箇
所
が
一
五
・
六
％
を
占
め
る
点
は
注
目
に
値
す
る
だ
ろ
う
。
以
下
、
い
く
つ
か
の
具
体
例
を
挙
げ
て
み
る
。
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フ
コ
ト
ヲ憐
﹂︵
巻
一
・
一
六
詞
書
︶
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蹢ヌキ
ア
シ
ヽ
テ足
﹂︵
巻
二
・
一
二
六
左
注
︶
 
第
六
丁
裏　
﹁
臣マウ
チ
キ
ム
タ
チ子
﹂︵
巻
六
・
一
〇
一
一
題
詞
︶
 
第
八
丁
表　
﹁
縵カツ
ラ
コ兒
﹂︵
巻
十
六
・
三
七
八
六
左
注
︶
　
右
の
十
六
番
歌
詞
書
に
は
﹁
ア
ラ
ソ
フ
コ
ト
ヲ
﹂
の
訓
が
付
さ
れ
る
。
こ
の
﹁
ア
ラ
ソ
フ
コ
ト
ヲ
﹂
の
訓
を
も
つ
現
存
写
本
は
、
京
大
マ
ウ
ト
ノ
コ
─　　─40
本
の
右
傍
の
代
赭
書
き
入
れ
の
み
で
あ
る
。﹁
抜
書
﹂
は
そ
の
代
赭
書
入
れ
の
訓
と
一
致
し
て
い
る
。
同
じ
く
一
二
六
番
歌
の
左
注
に
み
え
る
、﹁
ヌ
キ
ア
シ
ヽ
テ
﹂
と
い
う
訓
も
現
存
諸
本
の
中
で
は
京
都
大
学
本
の
左
傍
の
代
赭
書
入
れ
に
し
か
な
い
。
ま
た
、
三
七
八
六
番
歌
左
注
の
﹁
カ
ツ
ラ
コ
﹂
も
、
現
存
諸
本
の
な
か
で
お
な
じ
訓
を
も
つ
写
本
は
京
都
大
学
本
の
右
の
代
赭
書
入
れ
の
み
で
あ
る
。
　
右
の
う
ち
、
京
都
大
学
本
の
代
赭
書
入
れ
と
密
接
に
か
か
わ
る
例
と
し
て
、
一
〇
一
一
番
歌
題
詞
の
右
訓
﹁
マ
ウ
ト
コ
ノ
﹂
と
左
訓
﹁
マ
ウ
チ
キ
ム
タ
チ
﹂
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
箇
所
は
京
都
大
学
本
で
は
次
の
よ
う
に
付
訓
さ
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
 
オ
ホ
キ
ミ
ママ
ウ
ト
ノ
コ（
赭
）
チ
キ
ミ
タ
チ
︵
京
大
本
︶
諸　
　
王　
　
臣
マ
ウ
チ
キ
ム
タ
チ（
赭
）
　
　
子
　
こ
れ
ら
の
二
訓
は
現
存
諸
本
を
見
渡
し
て
も
京
都
大
学
本
と
﹁
抜
書
﹂
に
し
か
み
え
な
い
。さ
ら
に
、京
都
大
学
本
の
該
当
箇
所
は
、﹁
諸
王
臣
子
﹂
に
付
さ
れ
た
墨
の
﹁
オ
ホ
キ
ミ
マ
チ
キ
ミ
タ
チ
﹂
を
代
赭
で
消
し
、﹁
マ
チ
キ
ミ
﹂
の
右
に
代
赭
で
﹁
マ
ウ
ト
ノ
コ
﹂
と
書
き
、﹁
臣
子
﹂
の
左
に
代
赭
で
﹁
マ
ウ
チ
キ
ム
タ
チ
﹂
と
付
訓
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、﹁
抜
書
﹂
の
当
該
箇
所
は
京
都
大
学
本
の
赭
の
書
入
れ
に
よ
る
訂
正
後
の
形
と
一
致
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
代
赭
書
入
れ
に
よ
る
訂
正
を
反
映
さ
せ
た
箇
所
は
、
前
述
の
一
二
六
番
歌
の
題
詞
と
同
様
の
例
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
に
、﹁
抜
書
﹂
は
和
歌
の
訓
に
加
え
、
漢
文
部
に
お
け
る
訓
や
送
り
仮
名
に
つ
い
て
も
京
都
大
学
本
の
代
赭
書
入
れ
と
一
致
す
る
箇
所
が
非
常
に
多
い
の
で
あ
る８
。
五
、「
抜
書
」
と
京
都
大
学
本
　
以
上
、
京
都
大
学
本
の
代
赭
書
入
れ
と
﹁
抜
書
﹂
を
比
較
し
た
結
果
、
一
致
す
る
本
文
や
訓
が
非
常
に
目
立
つ
こ
と
を
見
て
き
た
。
な
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
﹁
万
葉
集
抜
書
﹂
に
つ
い
て
─　　─41
か
で
も
特
に
、
一
〇
一
一
番
歌
題
に
み
え
る
﹁
臣マウ
チ
キ
ム
タ
チ子
﹂
等
の
、
京
都
大
学
本
の
代
赭
に
よ
る
訂
正
を
反
映
し
た
本
文
と
な
っ
て
い
る
例
や
、
一
二
六
番
歌
﹁
タ
ハ
レ
ヲ
／
ア
ソ
ヒ
ヲ
﹂
の
二
訓
の
一
致
な
ど
は
、
偶
然
の
所
産
と
は
考
え
難
い
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
付
言
す
れ
ば
、
京
都
大
学
本
と
﹁
抜
書
﹂
が
独
自
に
一
致
す
る
箇
所
は
、
代
赭
書
入
れ
以
外
の
部
分
に
も
指
摘
で
き
る
。
例
え
ば
、﹁
抜
書
﹂
の
一
二
六
番
歌
の
題
詞
﹁
石
川
女
郎
贈w
大
伴
宿
祢
田
主q
歌
﹂
に
は
左
記
の
と
お
り
、
右
肩
に
﹁
大
伴
皇
子
宮
侍
也
﹂
と
い
う
注
が
書
き
こ
ま
れ
て
い
る
。
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﹁
石大
伴
皇
子
宮
侍
也
川
女
郎
贈w
大
伴
宿
祢
田
主q
歌
﹂︵
巻
二
・
一
二
六
題
詞
︶
こ
れ
は
一
二
九
番
歌
の
題
詞
﹁
大
津
皇
子
宮
侍
石
川
郎
女
、
贈
大
伴
宿
祢
奈
麿
歌
一
首
﹂
か
ら
き
た
も
の
と
思
し
く
、﹃
校
本
万
葉
集
﹄
で
確
認
で
き
る
諸
写
本
に
基
本
的
に
見
え
な
い
こ
と
か
ら
も
、
一
二
六
番
歌
の
題
詞
が
本
来
持
つ
も
の
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
例
外
と
し
て
京
大
本
に
の
み
同
様
の
朱
に
よ
る
書
き
込
み
が
存
す
る
。
も
う
一
つ
、﹁
抜
書
﹂
の
七
八
番
歌
の
題
詞
﹁
一
書
云
大
上
天
皇
﹂
を
み
る
と
、
左
記
の
よ
う
に
、
そ
の
右
の
肩
に
﹁
文
武
﹂、
左
に
﹁
元
明
天
皇
﹂
と
あ
る
。
 
第
二
丁
裏　
﹁
一
書
云
文大元明
天
皇上
天
武
皇
﹂︵
巻
一
・
七
八
題
詞
︶
諸
写
本
と
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、京
都
大
学
本
に
同
様
の
書
き
込
み
が
あ
る
。同
箇
所
の
本
文
は
京
大
本
で
は
、﹁
一
書
云
太
上
天
皇
御
製
﹂
に
作
り
、﹁
太
上
﹂
の
右
肩
に
﹁
文
武
﹂、﹁
御
製
﹂
の
下
に
﹁
元
明
天
皇
﹂
と
い
ず
れ
も
朱
で
記
す
。
京
大
本
に
は
﹁
抜
書
﹂
に
な
い
﹁
御
製
﹂
の
二
字
が
あ
り
、﹁
大
﹂
と
﹁
太
﹂
の
本
文
異
同
も
あ
る
も
の
の
、﹁
文
武
﹂﹁
元
明
天
皇
﹂
の
書
入
れ
を
持
つ
現
存
伝
本
は
﹃
校
本
マ
ウ
ト
ノ
コ
─　　─42
万
葉
集
﹄
で
確
認
で
き
る
も
の
の
中
で
は
、
京
都
大
学
本
の
み
で
あ
る
。
　
こ
こ
ま
で
み
た
結
果
、
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
、﹁
抜
書
﹂
が
、
京
都
大
学
本
代
赭
書
入
れ
と
一
致
す
る
箇
所
を
多
く
も
ち
、
さ
ら
に
、
代
赭
書
入
れ
以
外
に
も
、
現
存
諸
本
の
う
ち
京
都
大
学
本
と
の
み
一
致
す
る
箇
所
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
六
、「
抜
書
」
の
底
本
に
つ
い
て
　
以
上
の
結
果
を
踏
ま
え
つ
つ
、
最
後
に
﹁
抜
書
﹂
の
底
本
に
つ
い
て
考
え
た
い
。
こ
こ
ま
で
見
て
き
た
通
り
、﹁
抜
書
﹂
は
京
都
大
学
本
と
非
常
に
近
し
い
関
係
に
あ
る
と
言
え
る
が
、
京
都
大
学
本
を
﹁
抜
書
﹂
の
底
本
と
見
な
し
う
る
だ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
に
関
し
、
先
ず
﹁
抜
書
﹂
と
京
都
大
学
本
と
が
一
致
し
な
い
左
記
の
箇
所
を
見
て
み
た
い
。
 
第
七
丁
表　
擬w
此
趣q
〇輙
献w
古
典
二
節q
︵
巻
六
・
一
〇
一
一
題
詞
︶
一
〇
一
一
番
歌
の
題
詞
で
は
、﹁
抜
書
﹂
が
﹁
輙
﹂
の
字
を
補
入
記
号
で
補
う
箇
所
が
あ
る
。﹃
校
本
万
葉
集
﹄
に
よ
っ
て
確
認
す
る
と
、
紀
州
本
︵
神
田
本
︶・
神
宮
文
庫
本
・
類
聚
古
集
・
温
故
堂
本
・
大
矢
本
・
京
大
本
が
﹁
輙
﹂
を
本
文
化
し
、
元
暦
校
本
・
西
本
願
寺
本
・
細
井
本
に
﹁
輙
﹂
の
字
が
脱
落
し
て
い
る
。﹁
輙
﹂
の
字
が
脱
落
す
る
伝
本
の
う
ち
、
元
暦
校
本
︵
赭
︶・
西
本
願
寺
本
は
そ
れ
ぞ
れ
こ
の
一
字
を
補
っ
て
お
り
、
特
に
、
西
本
願
寺
本
で
は
﹁
趣
﹂
と
﹁
献
﹂
の
間
に
補
入
記
号
を
書
き
、
そ
の
右
に
墨
で
﹁
輙
﹂
を
書
く
と
い
う
形
式
が
﹁
抜
書
﹂
と
一
致
し
て
い
る
。
以
上
の
例
は
、﹁
輙
﹂
の
一
字
が
脱
落
し
た
本
文
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、﹁
抜
書
﹂
の
﹁
輙
﹂
の
補
入
は
書
写
者
に
よ
る
単
純
な
誤
写
で
は
な
く
、﹁
抜
書
﹂
の
底
本
に
﹁
輙
﹂
字
が
脱
落
し
て
い
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。﹁
抜
書
﹂
が
京
都
大
学
本
を
直
接
書
写
し
た
場
合
で
も
、
書
き
落
し
等
に
よ
り
補
入
の
形
式
は
成
立
し
う
る
だ
ろ
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﹂
に
つ
い
て
─　　─43
う
が
、
右
の
よ
う
な
伝
本
の
状
況
、
特
に
西
本
願
寺
本
と
形
式
ま
で
が
一
致
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、﹁
抜
書
﹂
が
京
都
大
学
本
を
直
接
引
き
写
し
た
と
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
　
以
上
の
点
か
ら
、﹁
抜
書
﹂
の
底
本
は
、
京
都
大
学
本
の
代
赭
書
入
れ
に
近
い
書
入
れ
を
持
ち
つ
つ
も
、
京
都
大
学
本
そ
の
も
の
で
は
な
い
伝
本
と
思
わ
れ
る
。
京
都
大
学
本
は
、
近
世
初
期
と
い
う
﹁
抜
書
﹂
と
同
時
代
に
書
写
さ
れ
た
仙
覚
文
永
本
の
う
ち
、
と
く
に
文
永
十
年
本
に
桑
門
寂
印
と
権
少
僧
都
成
俊
の
奥
書
を
も
つ
系
統
の
一
伝
本
で
あ
る
。
さ
ら
に
細
か
く
は
、
仙
覚
文
永
本
に
禁
裏
御
本
︵
今
川
範
政
が
仙
覚
文
永
本
を
底
本
と
し
、
仙
覚
寛
元
本
で
校
合
を
加
え
た
本
︶
の
内
容
を
書
き
入
れ
た
中
院
本９
系
統
の
一
本
と
さ
れ
る
。
そ
の
本
文
に
は
、
朱
・
紺
青
・
代
赭
・
藍
な
ど
に
よ
る
多
数
の
書
入
れ
が
存
在
し
、
中
で
も
、
近
年
田
中
大
士
氏
の
一
連
の
研
究Ａ
に
よ
り
、
京
都
大
学
本
の
代
赭
書
入
れ
は
今
日
現
存
し
な
い
禁
裏
御
本
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
代
赭
書
入
れ
は
仙
覚
寛
元
本
の
本
来
の
姿
を
残
す
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
　
こ
の
よ
う
な
禁
裏
御
本
の
書
入
れ
を
反
映
し
た
京
都
大
学
本
代
赭
書
入
れ
と
﹁
抜
書
﹂
が
近
似
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
京
都
大
学
本
で
は
本
文
化
さ
れ
る
﹁
輙
﹂
の
字
が
﹁
抜
書
﹂
に
な
く
、
補
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
同
様
の
補
入
形
式
が
仙
覚
文
永
本
の
一
本
で
あ
る
西
本
願
寺
本
に
見
え
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
現
時
点
で
﹁
抜
書
﹂
の
底
本
は
、
　
①　
仙
覚
文
永
本
の
一
伝
本
で
あ
る
。
　
②　
京
都
大
学
本
の
代
赭
書
入
れ
に
み
え
る
よ
う
な
禁
裏
御
本
の
書
入
れ
を
も
つ
。
　
③　
②
の
禁
裏
御
本
の
書
入
れ
だ
け
で
は
な
く
、
さ
ら
に
複
数
系
統
の
書
入
れ
を
も
つ
。
と
考
え
ら
れ
る
。﹁
抜
書
﹂
は
、
右
の
よ
う
な
性
格
の
伝
本
を
も
と
に
し
、
書
写
者
に
よ
る
訓
や
書
入
れ
の
取
捨
選
択
を
経
た
姿
を
伝
え
て
い
る
。
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お
わ
り
に
　
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
﹁
万
葉
集
抜
書
﹂
は
二
五
首
の
み
の
小
型
の
抄
出
本
で
あ
る
も
の
の
、
そ
こ
に
残
さ
れ
た
本
文
や
訓
、
書
入
れ
等
を
詳
細
に
検
討
し
て
い
く
と
、
仙
覚
の
文
永
本
に
散
佚
し
た
禁
裏
御
本
の
書
入
れ
を
持
ち
、
か
つ
京
都
大
学
本
に
な
い
書
入
れ
も
存
し
て
お
り
、
近
世
に
お
け
る
仙
覚
校
訂
本
の
享
受
の
一
端
を
示
す
資
料
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
和
歌
を
平
仮
名
で
書
き
つ
つ
も
、
題
詞
や
左
注
な
ど
と
い
っ
た
漢
文
に
強
い
関
心
を
示
す
な
ど
、
抄
出
本
と
し
て
は
や
や
特
殊
な
様
相
を
示
し
て
お
り
、
万
葉
集
の
享
受
の
一
形
態
と
し
て
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
注︵1
︶ 
井
上
宗
雄
・
柴
田
光
彦
﹁
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
三
条
西
家
旧
蔵
文
学
書
目
録
﹂﹃
国
文
学
研
究
﹄
三
二
、
１
９
６
５
年
、
三
頁
。
︵
2
︶ 
早
稲
田
大
学
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス　
http://w
w
w
.w
ul.w
aseda.ac.jp/kotenseki/about.htm
l
︵
3
︶ 
注︵
1
︶に
同
じ
。
二
八
頁
参
照
。
︵
4
︶ 
［
表
一
］・［
表
二
］
は
﹁
万
葉
抜
書
﹂
と
諸
本
と
﹁
抜
書
﹂
の
一
致
数
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
算
出
に
際
し
て
行
っ
た
処
理
は
次
の
通
り
。
・
基
本
的
に
﹁
抜
書
﹂
と
諸
本
間
で
一
致
す
る
箇
所
の
割
合
が
多
い
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
一
伝
本
に
﹁
抜
書
﹂
と
異
同
が
あ
る
箇
所
の
み
を
調
査
対
象
と
し
た
。
例
︶ 
七
八
番
歌
第
一
句 
﹁
抜
書
﹂
：
﹁
ト
フ
ト
リ
ノ
﹂、
広
瀬
本
：
﹁
と
ふ
と
り
や
﹂、
そ
の
他
の
写
本
：
﹁
ト
フ
ト
リ
ノ
﹂
　
　
　
　
　
　
  
こ
の
句
つ
い
て
は
広
瀬
本
に
異
同
が
あ
る
た
め
、
諸
写
本
の
異
同
を
取
る
。
広
瀬
本
以
外
の
写
本
は
全
て
﹁
抜
書
﹂
と
一
致
す
る
た
め
、
一
致
数
を
そ
れ
ぞ
れ
一
と
数
え
る
。
・
右
の
処
理
を
、
和
歌
訓
に
つ
い
て
は
句
単
位
、
漢
文
部
に
つ
い
て
は
文
字
単
位
で
行
っ
た
。
・
平
仮
名
訓
と
片
仮
名
訓
に
つ
い
て
は
異
同
を
取
ら
な
い
。
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稲
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大
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所
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﹂
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・
本
文
は
一
致
し
な
い
が
、
注
や
書
き
込
み
が
﹁
抜
書
﹂
と
一
致
す
る
場
合
は
一
致
数
に
は
含
め
な
い
。
・［
表
二
］
の
和
歌
訓
に
お
け
る
﹁
抜
書
﹂
と
の
一
致
率
は
、
諸
本
間
で
少
な
く
と
も
一
伝
本
に
異
同
の
あ
る
句
数
︵
六
十
八
句
︶
を
母
数
と
し
て
算
出
し
た
。
︵
5
︶ 
佐
佐
木
信
綱
・
橋
本
進
吉
・
千
田
憲
・
武
田
祐
吉
・
久
松
潜
一
編
﹃
校
本
万
葉
集
一
﹄︵
首
巻
︶
岩
波
文
庫
、
１
９
３
１
年
、
二
六
七
頁
。
以
降
の
﹃
校
本
万
葉
集
﹄
の
引
用
も
こ
れ
に
よ
る
。
な
お
、
引
用
に
際
し
、
漢
字
は
通
行
の
字
体
に
、
仮
名
遣
い
は
現
代
仮
名
遣
い
に
改
め
た
。
︵
6
︶ 
﹃
校
本
万
葉
集
﹄
首
巻
、
二
五
一
頁
。
橋
本
進
吉
氏
の
研
究
に
よ
る
。︵
初
出
﹁
万
葉
集
仙
覚
本
と
天
治
本
﹂﹃
心
の
花
﹄
１
９
１
５
年
︶
︵
7
︶ 
用
例
の
カ
ウ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
漢
字
一
文
字
単
位
を
基
本
と
し
て
数
え
た
。
例
外
と
し
て
、
熟
語
は
一
つ
の
用
例
と
み
な
し
た
。
︵
8
︶ 
﹁
抜
書
﹂
の
本
文
・
和
歌
の
訓
と
漢
文
の
訓
・
送
り
仮
名
・
書
き
込
み
と
で
は
や
や
異
な
っ
た
傾
向
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
す
な
わ
ち
、
京
大
本
代
赭
書
入
れ
に
し
か
な
く
、
且
つ
﹁
抜
書
﹂
と
一
致
し
て
い
る
例
は
全
て
漢
字
に
対
す
る
付
訓
や
送
り
仮
名
、
も
し
く
は
小
字
の
注
記
で
あ
る
。
漢
文
や
和
歌
の
本
文
に
は
代
赭
書
入
れ
と
一
致
す
る
も
の
こ
そ
あ
れ
、
代
赭
書
入
れ
に
し
か
な
い
文
字
と
一
致
す
る
こ
と
は
な
い
。
た
だ
し
、﹁
抜
書
﹂
の
引
用
歌
の
少
な
さ
に
よ
る
も
の
か
否
か
、
判
断
は
難
し
い
。
︵
9
︶ 
中
院
本
は
、
巻
七
に
錯
簡
の
な
い
寂
印
成
俊
本
の
諸
本
の
う
ち
、
今
川
範
政
が
文
永
本
に
由
阿
相
伝
の
本
で
校
合
を
加
え
た
禁
裏
御
本
と
の
校
合
を
代
赭
や
紫
で
書
き
込
ん
だ
諸
本
を
指
す
。
野
呂
香
氏
に
よ
る
と
、
中
院
本
系
の
伝
本
は
京
大
本
以
外
に
複
数
伝
わ
っ
て
い
る
も
の
の
、
実
際
に
由
阿
・
範
政
の
奥
書
の
あ
る
も
の
は
、
京
大
本
・
伝
空
性
法
親
王
筆
本
・
岩
崎
文
庫
一
本
の
み
で
あ
り
、
そ
の
他
の
伝
本
に
つ
い
て
も
、
後
の
書
き
込
み
の
多
い
も
の
や
、
内
容
面
か
ら
末
流
と
さ
れ
る
も
の
も
あ
る
と
い
う
。︵﹃
校
本
万
葉
集
﹄
首
巻
、
野
呂
香
﹁﹃
万
葉
集
﹄
寂
印
成
俊
本
系
統
の
書
式
に
つ
い
て
﹂﹃
万
葉
集
伝
本
の
書
写
形
態
の
総
合
的
研
究
論
文
編
﹄
２
０
１
７
年
参
照
︶
し
た
が
っ
て
、
本
稿
で
﹁
京
大
本
と
の
み
一
致
す
る
﹂
と
し
た
箇
所
も
、
他
の
中
院
本
系
の
諸
本
に
同
様
の
書
入
れ
が
見
え
る
可
能
性
が
高
い
。
し
か
し
、
野
呂
氏
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
内
容
面
か
ら
末
流
と
さ
れ
る
も
の
な
ど
も
あ
り
、
扱
い
に
は
慎
重
を
期
す
必
要
が
あ
る
。
本
稿
で
は
由
阿
・
範
政
の
奥
書
を
持
つ
中
院
本
の
う
ち
、﹃
校
本
万
葉
集
﹄
に
墨
色
や
訓
、
本
文
の
記
載
が
あ
り
、
且
つ
カ
ラ
ー
画
像
を
参
照
で
き
る
京
大
本
を
中
院
本
の
代
表
と
し
て
扱
っ
た
。
︵
10
︶ 
田
中
大
士
﹁
万
葉
集
京
大
本
代
赭
書
き
入
れ
の
性
格
│
仙
覚
寛
元
本
の
原
形
態
│
﹂﹃
国
語
国
文
﹄
八
一
│
八
、
２
０
１
２
年
／
﹁
万
葉
集
仙
覚
寛
元
本
の
底
本
│
京
大
本
代
赭
書
き
入
れ
と
仙
覚
本
奥
書
か
ら
の
考
察
﹂﹃
上
代
文
学
﹄
一
一
三
、
２
０
１
４
年
。
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〈
付
記
〉　
本
稿
は
、
日
本
学
術
振
興
会JSPS
の
科
学
研
究
補
助
金
の
助
成
︵
基
盤
研
究
︵
Ｂ
︶﹁
万
葉
集
仙
覚
校
訂
本
の
総
合
的
研
究
﹂
課
題
番
号
18H
00646　
代
表
研
究
者
田
中
大
士
︶
に
基
づ
く
成
果
で
あ
る
。
 
︵
か
い　
あ
つ
こ　
早
稲
田
大
学
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
三
年
︶
